
高知県IoT推進ラボ（KO-LAB） 高知県 

 県内IoT先進企業 
 県内公的支援機関 
 高知大学等教育機関 

 

 県内金融機関 
 県農業協同組合中央会等 
 県情報産業協会 
                 等             

事業の内容 

参加プレイヤー 

事業イメージ 

事業目的・概要 

高知県の強みである第一次産業や、防災関連産業等における
現場の課題をもつ企業等と情報産業や製造業の企業等とが連
携することで、IoT導入による現場での課題に対応できる案件を
発掘。早期の課題解決、革新的なビジネスモデルの創出を目指

していく。 

重要業績評価指標（KPI) 
 

平成30年度までにの評価指標として以下内容を設定 
  ①「高知県IoT推進ラボ」への参画企業100社 
  ②セミナー開催回数15回 
  ③プロジェクト創出件数15件(このうち自立化した案件5件創出) 

事務局 
高知県 

今後の展開 

 「高知県IoT推進ラボ運営委員会」を立ち上げ(H28.7.25)、本
県におけるIoT推進の方向性の決定及び各プロジェクトの進捗管
理を実施。 

 IoT事業を実際に行う民間企業等の発掘と把握、ネットワーク形
成を目的として、「高知県IoT推進ラボ研究会」を立ち上げ、IoT
セミナーや交流会を開催し、研究会会員募集等を実施。 

既にIoTを活用した事業展開を行っている案件（園芸システム、
防災システム）については、プロジェクトチームを立上げ先行的に
取り組む。 

高知県産学官民連携センター(ココプラ)と事務局との協力により、
IoT人材育成プログラムを検討。 

高知県IoT推進ラボ運営委員会・研究会 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
                            

 

○高知県工業会 
○高知県製紙工業会  
 

製造業 

○高知県情報産業協会  

 

情報産業 

支援、助言 

 

○高知大学 
○高知工科大学  
○高知高専 
 
 
 
  
 
                            

学 
 
 

○公設試験研究機関 
○ものづくり地産地消・外

商センター 
 
 

 

 
 

  
 

                            

 
○県内金融機関 
 
  
 
                            

○高知県農業協同組合中央会 
○高知県森林組合連合会 

○高知県漁業協同組合  

 

第一次産業 

官 金 

産 

避難所安否確認 
システム 

園芸ハウス環境
制御システム 

災対本部 

避難所 

ステップ2 
～プロジェクトチー
ムの発足準備～ 
 

○ニーズ・シーズの
分野別整理 
○ニーズ・シーズの
マッチング会 
 
 

ステップ3 
～プロジェクトチー
ムの開催～ 
 

○個別プロジェク
ト毎の課題検討、
ビジネスモデル研
究 
○専門家派遣 
 

ステップ4 
～事業化に向け
た検討～ 
 

○共同研究、外
部資金獲得、実
証試験 
○販路開拓支
援(展示会等) 
 

＜運営委員会＞ 会長：高知県 知事 
 

＜研究会＞会長：高知県情報産業協会 会長  

実施内容 

避難所安否確認 
システム 

園芸ハウス環境
制御システム 

災対本部 

避難所 

プロジェクト(チーム)立ち上げ 

③ものづくり産業の生産性   
  向上 

⑤観光客誘致・受入体制 
   作り 

①第一次産業の生産性向上 ②南海トラフ地震、風水害対策 

その他、IoT活用を促進す
べき分野を継続的に検討 

④医療・福祉現場の負担 
  軽減 

ステップ横断的に実施 
～IoT人材育成プログラム（案）（高知県産学官民連携センター(ココプラ)による実施）～ 
○データ分析等の人材育成講座        ○アイデアソン、ハッカソンの実施 

ステップ１ 
～関心企業等の
把握、発掘～ 
 

○セミナー等による
参入のための情報
提供 
○ 企業訪問(シー
ズ、ニーズの把握) 
○テーマ別勉強会
の開催 




